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ふれあい情報 
 2016年 １月１2日（火） 第 222号 

「
連
合
本
部
退
職
者
の
会
」
加
入
！ 

「画期的なこと」阿部会長が期待表明 

年
明
け
早
々
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
一
月
一
二
日

（
火
）
午
後
一
時
、
「
連
合
本
部
退
職
者
の
会
」
の
松
本
惟
子

代
表
と
根
本
良
作
事
務
局
長
の
二
人
が
退
職
者
連
合
事
務

局
を
訪
れ
、
松
本
代
表
が
、
阿
部
保
吉
会
長
に
退
職
者
連

合
へ
の
加
入
届
け
を
手
渡
し
ま
し
た
。
届
出
会
員
数
は
一

一
八
名
（
昨
年
一
二
月
一
日
現
在
）
で
す
。
届
出
に
は
菅
井

義
夫
事
務
局
長
も
同
席
し
ま
し
た
。 

 

連
合
本
部
退
職
者
の
会
の
加
入
に

つ
い
て
阿
部
会
長
は
、「
画
期
的
な
こ

と
で
あ
り
、
関
係
者
の
長
年
の
ご
努

力
に
感
謝
し
ま
す
。
今
後
、
地
方
連

合
会
退
職
役
職
員
へ
の
加
入
を
進

め
、
全
国
組
織
と
し
て
退
職
者
連
合

の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
ほ
し

い
」
と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

連
合
本
部
退
職
者
の
会
は
、
連
合

本
部
を
退
職
し
た
役
職
員
で
組
織
さ

れ
て
お
り
、
専
従
者
だ
け
で
な
く
構

成
組
織
か
ら
の
元
派
遣
者
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
会
で
は
専
門
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
加
入
に

当
た
っ
て
の
条
件
整
備
を
一
年
間
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本

年
一
月
五
日
（
火
）
午
後
一
時
三
○

分
か
ら
開
か
れ
た
第
一
三
回
総
会
で

退
職
者
連
合
へ
の
加
入
を
決
め
た
も

の
で
す
。 

総
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
加

入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
菅
井
義
夫
代
表
（
退
職
者
連
合
事

務
局
長
）
が
挨
拶
の
中
で
「
地
方
連

合
会
役
職
員
経
験
者
の
退
職
者
組
織

づ
く
り
が
進
ん
で
お
り
、
連
合
本
部

の
退
職
者
の
会
が
退
職
者
連
合
に
参

加
す
る
こ
と
で
連
帯
づ
く
り
へ
の
大

切
な
一
歩
に
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
菅

井
会
長
に
代
わ
っ
て
新
し
く
選
出
さ

れ
た
松
本
新
代
表
と
根
本
事
務
局
長

の
下
で
退
職
者
連
合
と
の
関
係
を
強

め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
松
本
代
表
は
元
衆
議
院

議
員
・
元
連
合
副
事
務
局
長
（
電
機

連
合
出
身
）、
根
本
事
務
局
長
は
元
連

合
総
務
財
政
局
長
で
Ｊ
Ｐ
労
組
出
身

で
す
。 

 

互
い
に
支
え
合
い
た
い 

 

松
本
代
表
は
「
加
入
に
は
結
成
か

ら
一
三
年
か
か
り
ま
し
た
。
退
職
者

は
い
つ
も
地
域
や
生
活
の
場
で
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
お
互
い

に
支
え
合
い
な
が
ら
歩
ん
で
い
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
で
き
た
こ
と

を
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。 

松本惟子代表 

▲阿部会長に届出書を手渡す松本代表。右は根本事務局長、左は菅井事務局長

（1月12日、退職者連合本部事務局で） 

http://tr.jtuc-rengo/
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

連合本部退職者の会の菅井義夫前代表に聞く 

全
地
方
連
合
会
で
退
職
者
組
織
立
ち
上
げ
、 

「
絆
」
づ
く
り
め
ざ
し
た
い 

連
合
本
部
退
職
者
の
会
は
二
○
○
二
年
に
発
足
し
ま

し
た
。
退
職
者
連
合
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
当
時
か
ら
話

は
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
加
入
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
連
合
本
部
退
職
者
の
会

の
菅
井
義
夫
前
代
表
（退
職
者
連
合
事
務
局
長
・写
真
）に

加
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は
何
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
取
り

組
ん
だ
の
か
、
ま
た
退
職
者
連
合
事
務
局
長
と
し
て
加
入

を
受
け
て
今
後
に
向
け
た
考
え
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
（聞
き
手
・編
集
部
）。 

 

Ｑ
．
加
入
に
あ
た
っ
て
は
ど
う
い
う
こ
と
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

 

菅
井 

大
き
く
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

連
合
本
部
退
職
者
の
会
は
、
あ
く
ま
で
会
員
相

互
の
親
睦
を
目
的
に
発
足
し
て
お
り
、
運
動
体

で
あ
る
退
職
者
連
合
と
は
か
な
り
の
距
離
感
が

あ
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
退
職
者
連
合
の

会
費
負
担
が
重
荷
に
な
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、

重
複
加
入
問
題
で
す
。
連
合
本
部
退
職
者
の
会

の
会
員
は
、
連
合
本
部
の
専
従
役
職
員
だ
け
で

な
く
、
構
成
組
織
か
ら
の
派
遣
役
職
員
（
途
中

帰
任
者
も
含
む
）
も
お
り
、
所
属
組
織
の
退
職

者
組
織
と
二
重
加
入
に
な
る
こ
と
で
す
。 

   

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
一
年
間
検
討
、
実
結
ぶ 

  

Ｑ
．
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
で
す
か
？ 

 

菅
井 

退
職
者
の
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
一
年
間
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
が
総
会
に
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
わ
け
で

す
。
具
体
的
に
は
、
①
親
睦
組
織
で
あ
る
こ
と

は
踏
ま
え
た
上
で
、
退
職
者
連
合
が
三
○
○
万

組
織
拡
大
で
奮
闘
し
て
お
り
、
そ
の
足
を
引
っ

張
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
②
会
費
の
う
ち
、
団
体
費
三
万
円
に
つ

い
て
は
、
連
合
本
部
が
負
担
し
て
く
れ
る
こ
と
。

③
一
人
二
○
円
の
退
職
者
連
合
の
会
費
負
担
に

つ
い
て
二
重
加
入
に
な
る
会
員
を
調
査
し
、
会

費
が
ダ
ブ
ル
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
す

る
こ
と
、
な
ど
で
す
。 

 

Ｑ
．
退
職
者
連
合
の
組
織
拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
で
は
、
地
方
連
合
会
退
職
役
職
員
の
組
織

づ
く
り
を
方
針
化
し
て
い
ま
す
が
、
退
職
者
連

合
事
務
局
長
と
し
て
今
後
に
向
け
た
抱
負
を
。 

 

菅
井 

ぜ
ひ
現
退
対
話
を
す
す
め
、
地
方
連
合

会
で
の
退
職
者
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
現
在
四
つ
の
地
方
連
合
会
で
退
職
者
組

織
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
り
四
三
都
道
府

県
で
の
組
織
化
が
す
す
め
ば
、
退
職
者
連
合
と

し
て
全
国
レ
ベ
ル
の
地
方
連
合
会
の
退
職
者
組

織
の
「
絆
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
で
す
ね
。 

 

三
つ
の
課
題
克
服
し
、
加
入
に
こ
ぎ
つ
け
る 

検索 
退職者組織のホームページをぜひ、

ご活用ください。 


